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H29-R1小規模水供給システムの
安定性及び安全性確保に関する統合的研究
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技術

管理・指導

維持管理
連携財政

制度
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水道・水供給システムの区分と課題
給水人口 区分 認可主体

5万人超 （公営）
上水道事業

大臣認可

5,001人以
上

（公営）
上水道事業

都道府県認可

101人
以上

簡易水道 都道府県認可

50（30）
人以上

飲料水供給
施設(公営)

市町村が設置

数軒程度 組合等 市町村が補助
（一部）

１家庭 飲用井戸
（個人井
戸）

衛生部局・
保健所が指導
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問題

場所により、収入減、人口
減、旧簡易水道を統合した
が、実情は大変

残る簡易水道
給水人口の減少
飲供のソフト統合

ますます人口減少

住民が管理しているが、ま
すます人口減少
維持管理が困難

住民が管理・存在把握しに
くい・衛生状態に課題も



小規模水供給システムでの問題解決手段

水量
無い

水質

悪い

良い

多い

緊急！！

消毒のみ

紫外線のみ

新規水源

水源改良

⇒集水埋渠

他から補給水

簡易な水処理
装置、リース

水源改良

簡易ろ過

緩速ろ過

⇒他の水源を探す

⇒他の水道から
水をもらう

浄水処理
⇒急速ろ過
⇒サイフォン式
⇒高速凝集沈殿
⇒上向式ろ過

取水を止める！

緊急遮断弁

詰まりにくい！

ストレーナー

少ない

その前に！！

種々の
ろ過

水源が安定→
検査の見直し
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＜ 他機関の研究を含む前年度までの研究＞

他の研究班の研究、地方
自治体の先進事例など

６．住民・民間等との連携
による水供給システムの維持
管理手法に関する検討

７．小規模水供給システ
ムの持続的な管理・支援
体制に関する検討

令和２-４年度厚生労働科学研究費補助金

小規模水供給システムの持続可能な維持管理に関する統合的研究

住民・民間等との連携、行政の支援体制

行政、関連団体との協力、
簡易水道等のデータ共有

技術的な検討
実態調査、他の研究
班、行政、関連団体と
の協力、簡易水道等の

データ共有 ５．効率的な水質管
理・水質検査のあり方

に関する研究

２．取水・送水・給水における
取水方法、管路の維持管理

方法に関する検討
３．簡便なろ過設備
及びその維持管理方
法に関する検討

４．小型紫外線消毒装置の
国内小規模水供給システムへ

の適用

８．効果的な情報共有のあ
り方に関する検討

１．水源や人口、地理状況
等を踏まえた維持管理手法

に関する検討

小規模水供給システムの安定性及び
安全性確保に関する

統合的研究（H29-31）

ホームページ・研究会・
シンポジウム・手引き等での還元

実地調査・
意見交換・
連携

簡水の廃止
の仕方が分
からない

手続きが
分からない

もっと合う技術
がある場合も



６．住民・民間等との連携
による水供給システムの維持
管理手法に関する検討

令和２-４年度厚生労働科学研究費補助金

小規模水供給システムの持続可能な維持管理に関する統合的研究
進め方（案）

８．効果的な情報共有のあり
方に関する検討（案）

４月 研究班打ち合わせ
６月 研究班会議（Web)

・厚労省等の概況
・小規模水供給研究会

９月 自治体での検討状況報告１
民間からのご提案１
ビジネスモデルの試行状況

１１月 自治体での検討状況報告２
民間からのご提案２

２月 研究班報告
その他事例紹介

３月 まとめ

ホームページ・研究会・
シンポジウム・手引き等

での還元

【自治体(個人を
含めご関心をいただ

いているところ)】
・北海道
・埼玉県
・奈良県
・静岡市
・浜松市
・長野市
・河内長野市
・兵庫県
・養父市
・佐世保市
・みどり市など

【各種団体】
・厚生労働省
・総務省
・簡水協
・日水協
・水道技術研究センター
・山梨大学（JST)
・神戸大学
・大阪工業大学
・東北大学
・立命館大学
・民間会社多数
・日本水道新聞
・水道産業新聞 等

７．小規模水供給システ
ムの持続的な管理・支援
体制に関する検討



・各種課題の共有
・制度の情報共有
・特に住民連携について
・各地の進捗状況
・小規模水供給研究会
の今後の活動について

本日の目標


